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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

昨年の 7 月から編集委員を務
め，なるべく編集委員会には出席

するようにしてきたつもりなので，そこそこ高い出席率
だろうと勝手に思っています．2024年は元日に石川県で
大きな地震が発生し，勤務先の石川高専は教室や実験室
のある建物は無事でしたが，体育館が傾き，一部地面が
崩れるなどの被害がありました．教室の被害はほとんど
なかったため講義を実施できる状況ではあったのですが，
体育館の利用が出来ないため，部活動を実施するために
外部の体育館の利用を余儀なくされ，現在も大変な日々
を過ごしています．11月上旬には本校の学園祭が実施され，
外部からの参加者も多く，コロナ禍や震災前の状況に戻
せるように学生も頑張っています．地震からもうすぐ 1
年が過ぎようとしていますが，未だに傾いた体育館を見
るたびに，復興はまだ先だなと実感しています．
私生活では，今年の 4 月から妻が育休明けで職場復帰
し， 1歳と 3 歳の子ども 2人が保育園に通い始めました．
保育園に通い始めてからすぐに風邪をもらっては熱を出
していたので，通院やら入院やらを繰り返す日々が続き
ました．子ども 1 人につき年間 5 日までの看護休暇（も

ちろん有給）があることを知り，夫婦で交代しながら仕
事を休んで看病しており，このままのペースだと有給日
が無くなるのではと冷や冷やしていました．毎週，病院
に通っていた期間もあり，結構な医療費を払っているな
と思っていたところに，子ども医療費として勝手に返金
されたりと，意外と子育ての支援があるのだなと今更な
がら実感しています．10月下旬くらいからは耐性が付い
てきたのか，熱を出すことがほとんどなくなったので，
今後も休まずに保育園に通えることを祈る日々が続いて
います．子どもと一緒に過ごせる期間は限られていると
言われますので，将来，今の時期を笑って話せるように
何とか毎日を乗り越えていきたいと思います．
編集委員としての仕事としては，小特集の企画を提案
し委員会の審議を通過している状況で，今は著者の先生
方からの原稿を待っている状況です．ちゃんと締め切り
前に原稿を送ってくれることを祈りながら，いつ頃催促
の連絡を入れようかなと悩んでいる日々です．予定通り
に学会誌が発行されるように編集委員としての責務を全
うしたいと思います（多分）．	 （岡本征晃）




